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• 電化区間（都市部、新幹線）：電車

➢太陽光発電・風力発電などの再生可能エネルギーの電力を利用

• 非電化区間（地方路線）：ディーゼル車

燃料源 車両 効果

電化（電気） 電車 導入コスト・保守コスト 大

水素燃料 燃料電池車 インフラ設備などの導入コスト 大

バイオ燃料 ディーゼル車両 導入コスト 小

燃料タンク エンジン 変速機 推進軸 減速機

一般的な鉄道用ディーゼル車の床下機器の構造

燃料の交換だけで対応可能

■背景 鉄道の脱炭素化（車両）
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大きく分けて2つの世代に分類することが可能

第1世代バイオ燃料

1990～ 2020～

第2世代バイオ燃料（次世代バイオ燃料）

2050

軽油

主成分 FAME（脂肪酸メチルエステル）

原料 油脂作物（食料と競合）、廃食油

特徴 フィルタの目詰まりやゴム・樹脂の
硬化などデメリット

JIS K2390の規格が定められて
いる

軽油に対して5%までなら混合し
て使用可能

主成分 炭化水素系（軽油と同じ）

原料 微細藻類、廃ガス、廃食油など

特徴 基本的には軽油と同じ成分であ
るため、既存のエンジンへの適用
が容易

海外では規格が定められている

軽油を100%代替できる可能性
がある

■使用するバイオ燃料の種類
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■取り組みの流れ

実施内容 2022年度 2023年度 2024年度

エンジン
単体試験

季節毎の
走行試験

長期走行
試験

総合評価

エンジン
２種類

車両
1種類

エンジン
1種類

車両
２種類

JR東海 JR西日本

国交省の制度を活用し、JR7社+鉄道総研の共同研究によりバイオ燃料の性能を評価

エンジン単体→季節毎の走行試験→長期走行試験

徐々に検証対象を営業に近づけていく
液体式気動車

電気式気動車

車両２種類

• 列型ポンプ式
• コモンレール式
• 電子制御式
※燃料噴射方式の違い

エンジン３種類供試体エンジン/車両：
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■季節ごとの走行試験

下関～小串 駅間（1日2往復）

外気温度の影響を検証するため夏期 ・ 通常期（秋期）・ 冬期で実施
■試験時期

時期 使用燃料 目的

夏期・冬期 バイオ燃料2種類 高温下・低温下でのバイオ燃料の評価

通常期（秋期） バイオ燃料2種類、軽油 軽油とバイオ燃料の性能比較評価

駆動方式
液体式

ディーゼル動車

燃料噴射方式 列型ポンプ式

駆動方式
電気式

ディーゼル動車

燃料噴射方式 コモンレール式

■試験車両

キハ40キハ40 DEC700DEC700

■試験区間

1日約100km



Railway Technical Research Institute

6

燃料消費量（L） NOx排出量（g）

0 10 20 30 40 50 60

A社

B社

軽油

0 300 600 900 1,200 1,500 1,800

A社

B社

軽油

◆通常期（燃料消費量とNOx排出量）
A社：Neste

B社：Euglena

燃料消費量とNOx排出量の増加および加速への影響は無い

➢ 選定したバイオ燃料の燃料消費量とNOx排出量は軽油同等
➢ ダイヤ通りに走行できており、車両の加速等への影響は無い

■季節ごとの走行試験の結果（DEC700）
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■季節ごとの走行試験の結果（DEC700）

◆夏期

燃料温度の異常上昇はない 冬期の始動性は問題ない

◆冬期

バイオ燃料
燃料温度
［℃］

外気温度
［℃］

Neste 42.9 30.3

Euglena 40.9 28.7

バイオ燃料
燃料温度
［℃］

外気温度
［℃］

Neste 9.6 8.9

Euglena 5.3 4.0
※外気温度が高いため、
寒冷地評価は別途必要

キハ40についても、各季節において問題ないことを確認

営業車両による長期走行試験を実施

項 目 内 容

試験期間 2024年9月3日～2025年1月29日

試験車両 キハ47（2両編成、列型ポンプ式エンジン搭載）

走行線区 岩徳線
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■長期走行試験の結果

試験前後の比較および定期的な確認にて評価を実施する

評価項目評価項目

対象 部品名 確認項目

エンジン
（燃焼室周り）

ヘッド スス・カーボン
の堆積ピストン

車両（燃料配管） ゴムパッキン ゴムの硬化

対象 部品名 確認項目

エンジン エンジンオイル 劣化

燃料フィルタ 異物混入

給油タンク バイオ燃料 劣化

【試験前後の比較】

【定期的な評価】

各評価結果は
良好であった

ピストン（左：軽油、右：バイオ燃料）

エンジンオイル●軽油燃料

●バイオ燃料

更油後の走行距離（万km）

塩
基
価
（
m
g
K
O
H
/g
）

管理基準値 1.0以上
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■まとめ

走行試験（季節ごと、5か月間の長期期間）を通して

⚫ バイオ燃料は軽油とほぼ同等の性能を発揮することを確認した

⚫ エンジンに不具合は確認されなかった
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